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( 2 )口頭発表
越田繁樹、主旦」室、他 Malignantrhabdoid tumorにおける Estrogenreceptorの発現について
第四回日本小児がん学会総会 (福岡) 平成 14年 11月28日
吉田忍、太田茂、他 Malignant rhabdoid tumor(MRT)細胞株における TRAIUApo2Lligandによ
るアポトーシス誘導効果について
第四回日本小児がん学会総会 (福岡) 平成 14年 11月28日
3 )タモキシフェン投与を受けた細胞における形態的変化およびDNA
ladderingを干食言すした。
2.結果 1) ER・αはTTC87・16、TTC642およびTTC1240において発現していた。
これらのMRT細胞株はきわめて興味深いことに神経系形質を保持し
ていた。 pS2の発現は認められなかった。
2 )タモキシフェン投与により細胞増殖は有意に抑制され、ほぼ増殖停
止状態となった。
しかし、 ICI投与によっては増殖抑制が起こらなかった。タモキシ
フェンと E2の同時添加では増殖抑制は改善しなかった。
3 )タモキシフェン投与によりMRTにapoptosisが誘導されていた。
3.考案 MRTにはER-αが発現していた。しかし、増殖性への関与は少なかった。
タモキシフェンによる細胞増殖抑制はみられたが、これはER-α以外の経路を介
するpathwayと考えられた。タモキシフェンはtumordormancy therapyとして臨床
応用の可能性が示唆された。
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